
ミトコンドリアの内膜には、シトクロム c
酸化酵素というタンパク質が存在し、水
素イオンを “汲み上げるポンプ” として働
いています。この水素イオンポンプであ
るシトクロム c 酸化酵素と水素イオンで
駆動するタービンである ATP 合成酵素が
連携して働き、水素イオンの濃度勾配に
従って ATP が合成されます。動物のシト
クロム c 酸化酵素の形は、大阪大学蛋白質
研究所の月原冨武名誉教授らのグループ
が世界で初めて解析に成功し、呼吸で吸っ
た酸素を還元して水素イオンを汲み上げ
る仕組みを明らかにしました。ATP 合成
酵素のアミノ酸配列を決定したのは、大阪
大学産業科学研究所の二井将光名誉教授
らのグループでした。

細胞のタービンとポンプはタンパク質製
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